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最新号 Vol. 9 Issue 4 には、以下の論文が掲載されています。 
 
 
[Editorial] Recent advance in Asian polar science - Commemorating ten-year 
activities of the Asian Forum for Polar Sciences (AFoPS) 
Kentaro Watanabe, Koichiro Doi, Hong Tat Ewe, Kottekkatu Padinchati Krishnan, 








The development of the Asian Forum for Polar Sciences (AFoPS) 
Yeadong Kim, Jihoon Jeong 
 アジア諸国の極域研究機関からなる国際フォーラム、アジア極域科学フォーラム















Balloon-borne observations of lower stratospheric water vapor at Syowa Station, 
Antarctica in 2013 
Yoshihiro Tomikawa, Kaoru Sato, Naohiko Hirasawa, Masaki Tsutsumi, Takuji 
Nakamura 








空気塊が 25 hPa付近で捉えられていた。 
 
A new detailed ice thickness and subglacial topography DEM for Dome A, East 
Antarctica 
















Response of Long Lake sediments to Antarctic climate: A perspective gained from 
sedimentary organic geochemistry and particle size analysis 
Badanal Siddaiah Mahesh, Anish Kumar Warrier, Rahul Mohan, Manish Tiwari, Anila 
Babu, Aswathi Chandran, Rajesh Asthana, Rasik Ravindra 
 南極の露岩地帯における非汚染湖沼堆積物は、湖への過去の気候の影響や南極
気候への応答を再現するプロキシーの重要な情報源である。Dronning Maud Land の
Schirmacher Oasisの周氷河湖である Long Lakeから採取された長さ 50 cmの堆積
物中の元素（C%, N%, C/N）、安定同位体比（δ13C, δ15N）および粒度変動（砂－シル
ト－粘土%）の測定がなされた。放射性炭素年代範囲が過去 48 ka BP に及ぶ南極気
候へのこの湖の応答を明らかにした。C/N原子比はコアの大部分における一次生産
は自生性が支配的であることを示したが、最後の 1.0 cal ka BP は長いアイスフリー
状態により陸性有機物が加わっていることを示した。氷期における有機炭素（0.2%以
下）は著しく低かったが、完新世の最後の 1 cal ka BP では高く最大 12%を示した。δ
13Cおよびδ15Nは、それぞれ-33から-9‰および 2から 18‰の範囲であった。同位
体比は氷期全体（48 cal ka BP から 8 cal ka BP）で強い寒冷期を示唆している。約 6 







A new species of Paraproto (Crustacea: Amphipoda: Phtisicidae) collected from the 
South Shetland Islands, Antarctica 
Ichiro Takeuchi 
 本論文では、南極半島沖のサウスシェトランド諸島エレファント島より採集された
Paraproto属（甲殻綱：端脚目：ムカシワレカラ科）の 1新種、Paraproto mccaini を記
載した。従来、本種はオーストラリアの温帯域に分布する Paraproto condylata 
(Haswell, 1885)と同定されていた。しかし、南極産の個体は、頭部及び第一胸節が細
長いこと、第 2-4胸節の中央付近に突起があること、第 2咬脚前節の先端には突起
がない事等により、オーストラリア産の Paraproto condylata とは明瞭に区別すること
ができる。 
Morphology and molecular phylogeny of an Antarctic population of Paraholosticha 
muscicola (Kahl, 1932) Wenzel, 1953 (Ciliophora, Hypotricha) 
Jae-Ho Jung, Kyung-Min Park, Gi-Sik Min, Helmut Berger, Sanghee Kim 
 Paraholosticha 属のタイプ種である P. muscicola の形態を、南極土壌中の群集を用
いて生体およびプロタゴール染色標本により記載した。データは当該種の記載とかな
りよく一致したが、いくつかの形質のばらつきの幅は比較的大きかった。P. ovata と P. 
lichenicola とは、ほぼ本種の新参異名（ジュニア・シノニム）と考えられる。我々はさら




から、P. muscicola が Dorsomarginalia類から分枝したとする説である。しかし、他の
多くの分子解析と同様、形態に基づく系統仮説とは食い違いがある。Paraholosticha 
属とその姉妹群である Kerona pediculus をタイプ種とするケロナ科のケロノプシス属
との誤分類について論考する。 
 
Relatively high antibiotic resistance among heterotrophic bacteria from arctic fjord 
sediments than water - Evidence towards better selection pressure in the fjord 
sediments 

















Potential changes in feeding behavior of Antarctic fish, Pseudotrematomus 
bernacchii (Boulenger, 1902) on the East Ongul Island, Antarctica 
Suchana Chavanich, Voranop Viyakarn, Daiki Nomura, Kentaro Watanabe 
 2004/2005年及び 2009/2010年の夏季に南極昭和基地付近の沿岸定着氷下にお








Chinstrap penguin foraging area associated with a seamount in Bransfield Strait, 
Antarctica 
Nobuo Kokubun, Won Young Lee, Jeong-Hoon Kim, Akinori Takahashi 
 高次捕食者の採餌の集中する海洋環境要因を調べることで、その海域の生態系の
ホットスポットを特定することができる。本研究では、南極半島域の代表的な高次捕
食者、ヒゲペンギンに GPS-深度ロガーを繁殖期 3シーズンにわたって取り付け、採
餌にとって重要な海域を調べた。ヒゲペンギンは各年とも、繁殖地から 25 km離れた
ブランスフィールド海峡の中にある直径約 10 kmの海山をよく訪れていた。この海山
周辺の海域では、海域の面積と繁殖地からの距離によって予測される数を上回る潜
水が観測され、ペンギンはそこでナンキョクオキアミを捕食していた。この海山周辺で
は表層の海流と海底地形の作用による局地的な湧昇が生じ、それがナンキョクオキ
アミの利用可能性を高めることで、ヒゲペンギンの好適な餌場が形成されていたと考
えられる。 
